












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10) 伺旭町 ibidP. 435 
11) Glll8s， ibid. P. 103-104 
業
の
従
業
員
約
百
万
人
及
び
中
央
及
地
方
&
務
員
約
八
十
万
人
た
加
へ
れ
ば
家
族
手
蛍
の
恩
謀
た
受
け
る
宥
業
人
口
は
七
、
一
一
五
、
0
0
0人
と
な
る
。
蛇
等
の
従
業
員
に
到
し
て
凡
そ
三
十
三
億
法
の
手
賞
が
ア
九
三
八
年
一
月
に
鯵
る
一
ヶ
年
に
安
腕
は
れ
た
。
側
関
西
の
有
業
飽
人
目
ハ
農
業
人
口
、
叫
'
家
事
使
用
大
、
鹿
偶
者
及
縄
立
集
者
た
除
く
ν~
は
一
九
一
一
一
一
年
の
セ
シ
サ
ス
に
よ
れ
ば
)
九
、
五
三
0
1
0
0
0人
で
あ
っ
た
こ
と
た
知
る
な
ら
ば
、
此
倒
度
に
加
っ
て
ゐ
る
も
の
島
敏
は
確
か
に
多
い
が
、
筒
叉
柑
賞
の
商
工
自
由
識
者
が
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
お
知
る
べ
き
で
あ
る
。
め
『
e
確
か
伝
子
供
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
・
米
準
・
に
於
け
る
開
き
が
殆
E-な
い
又
は
甚
だ
低
か
吟
あ
る
と
一
五
ふ
と
と
は
、
従
勘
平
の
絞
に
子
供
を
邪
際
物
扱
ひ
に
す
る
と
と
は
・
な
く
な
り
、
子
供
の
障
碍
、
不
利
が
取
り
除
か
る
L
と
と
を
意
味
す
る
J
が
、
そ
の
負
捻
は
之
を
如
何
に
し
て
分
挽
せ
し
め
る
か
。
家
族
乎
営
の
授
奥
や
引
上
が
有
効
活
切
な
手
段
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
授
奥
や
引
上
に
必
要
な
る
資
金
は
之
を
如
何
に
調
達
す
る
か
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
側
々
の
雇
主
即
ち
企
業
に
於
て
之
を
一
一
切
負
捻
し
得
れ
ば
、
と
と
は
頗
る
簡
単
で
あ
る
が
、
経
済
紙
態
の
如
何
に
上
つ
て
は
如
斯
と
と
応
詐
さ
れ
な
い
。
否
か
)
る
負
擦
を
企
業
に
課
す
る
と
と
L-な
れ
ば
、
多
子
家
族
を
擁
す
る
事
業
程
、
そ
ー
れ
だ
け
余
計
な
犠
牲
を
梯
ふ
と
と
L
た
り
、
そ
れ
だ
け
製
品
原
伎
を
引
上
げ
、
そ
の
製
品
の
競
争
力
を
減
少
せ
し
め
)
震
に
そ
の
坂
路
を
喪
・
失
せ
し
む
る
に
至
る
こ
と
も
あ
る
ベ
怠
と
と
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
之
を
翠
業
主
の
み
zh丸
山
清
士
し
な
。
へ
き
ず
士
主
p
¥
伴、
1
目
立
金
主
活
者
自
ち
も
}
茂
の
負
F.均
術
金
引
O
初
先
谷
川
皮
ゃ
設
け
て
、
一
定
金
額
h
q
一
挽
込
み
、
与
一
Y
市仏政
u
v
m
出「恥一
L
7
9
4心
一
わ
r
r
J人
、
医
附
ヤ
ゼ
ー
パ
ぷ
へ
〈
ベ
寸
で
ち
ら
う
0
1
一
九
一
一
一
六
年
負
於
均
衡
金
市
仰
の
受
け
入
れ
た
金
額
ば
僅
か
に
賃
銀
額
の
三
%
に
す
ぎ
ヂ
、
之
で
は
家
長
に
討
す
ろ
出
生
奨
励
的
家
族
手
首
の
支
払
叩
に
は
未
だ
/
¥
充
分
で
は
な
い
o
w
'
ノ
4
e
，
m
，
訟
で
一
言
注
窓
し
て
置
く
が
、
家
族
乎
蛍
の
問
題
を
唯
一
企
業
者
封
労
明
者
の
伺
題
と
す
る
限
り
、
そ
れ
は
必
宇
や
破
綻
を
招
来
す
る
。
mr
何
故
怒
ら
ば
労
働
需
給
が
所
謂
猫
の
乎
も
借
り
度
い
校
在
殺
時
緊
念
mm態
は
之
を
別
と
し
て
、
特
に
不
況
期
に
在
り
て
、
産
業
合
理
化
に
上
る
J
パ
附
労
働
者
の
整
理
は
主
と
し
で
家
族
乎
営
の
心
へ
な
る
多
壬
家
族
が
先
づ
そ
の
封
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
夫
肢
せ
る
多
子
家
し
践
の
家
長
は
又
そ
の
多
子
家
族
の
放
に
就
職
の
機
舎
が
阻
ま
る
L
可
能
性
も
亦
存
す
る
か
ら
で
あ
る
o
か
て
考
へ
る
時
、
多
子
家
族
の
矯
の
似
家
族
乎
蛍
が
却
っ
て
多
子
家
族
へ
討
し
て
不
利
益
な
る
結
果
を
招
来
す
る
と
と
に
な
る
o
此
鈷
に
於
て
働
関
西
に
於
け
る
家
族
子
営
は
最
初
加
は
一
企
業
者
事
働
者
の
知
的
至
極
の
思
議
制
度
で
あ
っ
た
が
、
で
読
書
資
者
識
せ
ら
れ
、
後
に
は
企
業
者
の
国
体
、
げ
r
或
は
画
家
公
共
闘
休
プ
又
は
特
殊
の
組
織
に
よ
っ
て
、
そ
の
組
織
内
に
於
け
る
附
労
働
者
へ
の
給
奥
は
そ
の
も
の
L
能
力
に
よ
り
-
、
家
族
の
有
ロ
〆
梯
蘭
西
人
口
の
将
来
と
そ
の
鈎
綻
一五
鰹
管
と
経
済
三
六
無
・
山
へ
小
と
は
関
係
友
く
支
梯
は
れ
、
家
族
千
仲
間
は
別
に
共
同
金
山
上
り
之
を
支
払
仰
す
右
と
一
五
ふ
絞
な
形
式
と
な
っ
て
ゐ
る
。
之
に
よ
っ
て
企
業
者
は
家
族
の
有
無
や
大
小
に
煩
は
さ
れ
や
・
日
山
に
労
働
者
を
怖
ふ
と
と
が
出
来
、
又
間
労
働
者
む
従
て
直
長
家
技
手
営
を
雇
主
よ
り
貰
ふ
と
と
与
は
友
ら
な
い
震
に
、
そ
の
震
に
は
何
等
不
利
谷
ど
家
ら
な
い
と
一
五
ふ
紋
な
仕
組
に
な
っ
て
ゐ
る
。
此
黙
は
我
図
に
於
て
も
充
分
に
考
慮
す
ペ
き
黙
で
あ
ら
う
と
思
ふ
っ
「
家
族
手
営
の
額
が
充
分
と
た
り
、
又
之
が
全
劫
労
者
に
到
し
て
即
ち
必
似
者
、
商
人
、
血
辰
夫
‘
自
由
業
者
ま
で
も
賠
償
金
成
へ
の
強
制
加
入
が
抜
大
さ
れ
る
時
、
そ
の
時
こ
そ
は
悶
~
川
市
川
波
山
北
や
以
仰
の
家
族
に
も
岡
家
的
手
蛍
を
留
保
し
、
叉
彼
等
に
家
族
手
首
と
同
-
一
徹
と
一
五
ふ
制
限
は
b
右
が
、
之
-r
品
川
(
へ
る
時
で
あ
る
。
」
ω
そ
こ
に
此
仕
出
仰
の
四
組
的
な
枇
合
を
ポ
プ
ラ
は
夢
溜
し
た
の
で
あ
る
が
、
早
く
も
6
 
此
ポ
プ
ラ
'
0
4
況
は
印
分
的
に
は
一
九
一
一
一
九
一
一
ぃ
ω
反
政
い
い
仇
一
一
に
γ
い
ん
て
氏
刻
、
"
に
見
た
O
K・
い
い
に
就
τれ
は
来
と
同
氏
る
町
制
乞
家
族
子
蛍
に
関
し
て
述
お
ぺ
ん
に
、
第
一
に
小
川
政
ト
ナ
対
は
「
そ
の
原
作
川
市
刊
の
以
決
又
は
託
協
の
如
何
を
問
は
や
、
一
切
の
給
料
所
得
者
官
公
定
そ
の
他
の
官
公
署
の
験
日
員
、
商
工
業
白
山
政
議
及
び
決
議
の
自
白
者
、
小
作
人
並
に
m
M
4
以
前
勤
に
よ
り
主
た
る
生
計
の
資
を
得
る
総
て
の
者
」
に
椋
張
さ
る
と
と
L
山山・
た
っ
た
ハ
同
法
第
十
保
〉
。
第
二
に
乎
岱
は
第
二
児
よ
り
之
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ハ
第
十
一
保
)
。
か
く
て
第
一
児
に
は
家
族
手
営
附e
 
は
支
給
さ
れ
な
い
が
、
之
に
代
っ
て
出
産
賞
奥
的
な
交
付
金
が
文
給
さ
れ
る
と
と
後
越
の
如
く
で
あ
る
。
家
族
主
品
を
一
党
く
る
期
間
は
堅
議
恥
を
彼
け
、
徒
弟
と
な
り
、
虚
弱
者
は
慢
性
病
の
矯
に
助
く
こ
と
が
出
来
ぬ
も
の
は
十
七
才
迄
で
あ
る
(
第
十
二
依
)
O
も
乎
蛍
の
額
は
第
二
見
守
川
に
到
し
て
は
常
該
燃
の
成
年
の
給
料
所
得
者
の
給
料
月
平
均
月
初
。
一
O
%
.
第
三
児
及
そ
れ
以
後
の
子
供
に
到
し
τは
ニ
O
%を
下
る
と
山
と
は
出
来
な
い
(
第
十
三
保
〉
。
従
℃
平
均
嘉
吉
得
τゐ
る
父
で
問
人
の
子
供
を
有
す
る
も
の
は
、
線
引
訂
五
O
%
の
家
族
手
営
を
受
け
る
こ
日
と
が
出
来
る
。
尚
生
児
の
一
サ
年
間
に
支
…
痴
は
る
t
A
乎
常
は
、
家
長
。
希
笠
に
よ
っ
て
、
死
亡
率
去
を
倒
的
し
て
前
誌
の
手
蛍
を
元
本
に
還
h
元
し
た
金
額
を
受
け
る
と
と
が
出
来
る
(
第
十
五
銭
、
尚
子
の
給
設
住
居
及
衛
生
の
姑
で
切
に
不
備
な
る
保
件
で
養
育
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
胞
に
は
、
}
ヶ
月
以
内
手
営
の
支
給
を
延
期
又
は
停
止
す
る
こ
と
が
出
米
る
。
倫
俸
給
生
活
者
に
就
き
、
母
の
家
庭
残
留
手
営
に
就
き
だ
規
定
払
ハ
第
十
六
保
〉
を
設
け
ら
れ
た
る
と
と
も
、
注
目
す
べ
き
と
と
で
あ
る
ハ
第
二
十
三
僚
υ
。
め
五
ノ
四
一
七
八
九
年
の
人
様
宣
一
一
一
日
第
十
九
僚
に
公
判
以
の
負
捻
は
「
そ
の
能
力
に
路
じ
て
」
(
〉
crg目的。ロ・宏
r
g
Z
C
と
誕
っ
た
@
此
場
合
納
税
者
の
能
力
の
大
小
は
一
足
ふ
迄
も
な
く
、
ぞ
の
所
得
や
財
産
の
如
何
に
上
っ
て
刈
定
さ
る
L
が
、
'
又
同
時
に
そ
の
負
拾
特
に
家
族
事
情
に
主
る
邸
負
捻
の
大
小
を
も
汚
ほ
す
る
を
要
す
る
。
然
る
に
悌
蘭
西
に
於
け
る
租
税
収
入
の
う
ち
重
要
な
る
も
の
は
、
所
得
又
は
財
産
に
討
す
る
課
税
J
で
は
危
〈
、
消
沈
芝
陣
蛾
さ
る
L
間
協
議
で
あ
る
o
従
て
盟
関
西
友
け
る
多
千
家
族
は
そ
れ
だ
け
重
明
附
さ
れ
て
ゐ
る
議
で
あ
る
o
何
放
い
た
ら
ぽ
間
接
税
は
人
一
減
税
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
此
間
按
税
の
領
域
に
於
け
る
有
効
な
る
軽
減
を
行
は
ん
が
矯
に
従
来
町
払
の
制
度
を
殴
止
す
る
の
外
は
な
い
。
従
て
之
に
代
る
も
の
と
し
て
戦
時
中
に
行
は
札
た
校
な
、
生
活
必
需
品
例
へ
ば
パ
ン
ペ
砂
糖
、
平
筑
等
C
山
町
を
多
子
家
侠
又
は
貧
困
者
に
安
慌
に
供
給
す
る
と
と
が
考
へ
ら
る
L
が
、
如
斯
ば
非
常
事
態
を
除
い
て
は
行
は
れ
雑
い
と
と
で
あ
っ
て
、
悌
札
m
関
西
に
於
て
も
之
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
、
な
か
っ
た
。
悌
一
関
西
の
租
税
制
皮
が
紋
持
さ
る
L
限
り
、
現
行
制
度
の
下
に
於
け
る
課
税
の
減
兎
を
M
H
魚
さ
ど
る
を
得
な
い
り
之
が
矯
に
は
先
づ
所
得
税
に
就
て
、
多
子
家
族
の
納
税
況
を
課
枕
上
優
遇
し
、
家
庭
を
持
た
ざ
る
も
の
を
重
課
す
る
恥
同
二
つ
の
可
能
性
が
存
ず
る
。
所
得
税
法
上
多
子
家
庭
に
興
へ
ら
る
L
優
遇
は
、
光
づ
所
得
よ
り
の
基
礎
控
除
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
之
は
一
山
つ
に
は
所
謂
最
低
生
活
費
の
兎
除
の
意
味
も
あ
る
が
、
同
時
に
家
族
負
捻
あ
る
場
合
に
は
そ
の
控
除
を
増
大
す
べ
き
も
の
で
あ
る
@
的
即
州
ち
濁
身
者
に
却
し
て
ほ
一
O
、
C
O
O法
の
基
礎
控
除
で
あ
る
が
、
行
配
偶
者
な
れ
ば
更
に
五
、
0
0
0法
、
扶
養
す
べ
き
子
供
二
人
ま
で
悶
m
n
-
は
五
、
0
0
0法
宛
、
第
三
子
一
O
、
0
0
0法
、
そ
れ
以
上
は
一
五
、
0
0
0訟
を
控
除
す
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
的
我
図
で
も
同
叩
払
絞
の
と
と
を
や
っ
て
ゐ
る
。
次
に
濁
身
者
マ
へ
は
子
な
き
家
族
の
宝
探
に
就
て
は
、
家
族
法
典
で
は
家
族
態
落
と
し
て
夫
々
課
税
所
得
に
お
川
引
し
て
そ
の
金
抑
制
に
よ
り
兵
る
一
定
税
率
に
よ
っ
て
之
を
認
す
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
(
第
百
六
十
係
〉
O
租
税
政
策
を
活
十
る
多
子
家
族
の
古
川
払
優
遇
は
財
産
税
、
相
続
税
、
地
方
税
等
に
於
て
も
之
を
見
る
と
と
が
出
来
る
o
殊
に
地
方
税
に
於
て
は
そ
こ
に
種
々
な
る
多
子
家
族
へ
の
減
m
J
兎
を
見
る
o
例
へ
ば
巴
旦
に
於
て
は
多
子
家
族
に
封
し
て
使
用
人
脱
や
授
業
税
主
、
リ
オ
ン
で
は
住
民
況
、
水
道
税
兆
他
を
減
免
し
て
ゐ
凶
刷
る
。
又
闘
家
管
理
の
温
泉
の
入
浴
苦
言
教
に
よ
っ
て
{
一
一
oー
さ
を
割
引
し
τゐ
る
し
、
又
同
法
に
博
物
館
や
古
悲
観
覧
料
を
日
牛
額
に
割
引
き
、
又
克
に
交
通
機
関
に
於
け
る
料
率
・
の
割
引
等
が
あ
る
。
均
併
し
此
等
雑
多
な
る
形
式
に
於
け
る
多
子
家
族
の
優
遇
は
玄
同
時
↓
側
関
西
人
口
の
将
来
と
そ
の
笥
策
七
態
管
と
経
済
八
体
悦
似
は
別
と
し
て
大
し
た
と
と
は
な
い
し
、
又
仰
附
一
問
。
租
税
制
度
自
体
の
欠
陥
に
よ
っ
て
所
得
税
の
減
菟
も
亦
限
度
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
川
市
し
τ如
斯
財
政
的
手
段
に
よ
っ
て
多
予
家
族
と
知
県
児
家
族
と
の
負
拾
の
均
衡
が
完
全
に
招
来
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
疑
問
で
あ
芯
。
資
際
上
訟
の
絞
に
仰
前
回
に
於
て
初
防
政
策
に
よ
っ
て
多
子
家
族
が
濁
身
者
や
位
…
児
又
は
少
数
ム
筑
波
に
比
し
て
多
山
少
の
優
遇
を
受
け
て
ゐ
る
と
と
は
否
定
出
来
な
い
が
、
そ
の
白
欣
は
ポ
プ
ラ
の
討
を
知
り
れ
ば
、
「
多
く
の
場
合
、
税
法
は
間
援
に
渦
身
者
や
自
向
同
棲
者
や
離
'
口
川
附
者
に
奨
励
金
を
興
、
で
そ
れ
と
同
時
に
川
川
に
は
芯
対
の
泊
授
と
家
族
に
は
破
壊
の
源
泉
と
な
っ
て
ゐ
る
o
」
め
そ
の
批
判
は
稲
之
校
寸
張
を
含
ん
で
ゐ
る
校
な
広
が
な
い
で
も
な
い
が
、
見
ι品
川
も
か
L
る
針
判
が
下
さ
る
L
や
う
な
事
情
の
下
に
在
つ
て
は
如
何
に
し
て
出
生
の
m
増
加
に
多
き
を
望
む
こ
と
が
川
米
ょ
う
か
o
そ
乙
に
児
に
一
貯
の
剖
則
的
な
税
法
上
の
改
正
が
笠
ま
れ
る
諮
で
あ
る
o
勿
論
仰
蔚
西
は
此
方
句
回
に
於
τ前
突
出
ベ
た
以
に
決
し
て
川
…
川
心
で
は
な
か
っ
た
し
、
又
，
次
第
に
改
善
に
努
め
て
ゐ
る
こ
と
は
之
を
者
越
し
τは
な
ら
な
い
。
そ
均
伸
，
れ
は
負
拾
の
公
千
な
な
味
に
於
て
採
り
上
げ
ら
れ
で
ゐ
た
が
、
史
に
そ
こ
に
人
口
町
似
品
川
立
記
P
一成
p
加
hfJe了
Z
7衣
姿
法
;
仏
後
"
り
い
削
間
伐
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
制
・
町
。
品
川
町
五
ノ
五
s
m
b
i
b
z
u
 
m生
減
退
を
阻
止
す
べ
き
千
段
と
し
て
肢
も
主
要
な
る
も
の
は
、
子
供
へ
の
怠
芯
の
見
出
の
お
の
砕
家
公
仰
と
同
時
に
子
供
を
有
す
る
こ
♂
・
ω
T
I
，E
 
と
に
よ
っ
て
生
?
る
加
々
な
る
物
質
的
な
不
利
訴
に
鈍
し
て
‘
或
は
家
族
千
円
い
同
で
あ
る
と
か
砥
法
上
の
子
段
に
主
る
負
捨
の
均
衡
に
よ
っ
h
b
n
s
 
t
て
、
之
を
除
去
す
る
と
と
は
最
も
重
要
な
る
と
と
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
問
視
に
到
す
る
金
銭
的
絞
肋
を
興
へ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
臥
刷
る
o
そ
の
一
つ
に
川
庄
支
興
が
あ
る
o
ル
ロ
ア
'
ボ
リ
ュ
ー
は
か
つ
て
俳
関
西
の
民
族
的
自
殺
を
阻
止
す
る
も
の
は
第
三
児
で
あ
る
と
し
、
孔
畑
一
如
何
に
し
て
そ
の
第
三
児
を
各
家
族
を
し
て
持
た
し
む
べ
き
か
、
そ
の
方
法
と
し
て
こ
つ
の
提
案
を
潟
し
た
。
而
し
て
「
そ
の
一
は
桝
蔚
西
加
が
u
p
 
入
。
公
駄
に
釘
す
る
晴
好
を
利
用
し
て
、
一
切
の
公
織
を
三
人
以
上
の
子
を
持
つ
父
又
母
に
の
み
に
限
ち
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
O
i
-
-
-
第
H
K
こ
の
案
は
各
世
帯
に
就
き
生
存
せ
み
第
三
児
の
出
生
及
び
そ
の
後
ω
出
生
に
"
討
す
る
二
度
制
年
金
と
し
て
五
百
法
の
賞
輿
金
の
授
輿
で
あ
M
R
る
0
・
:
:
・
」
向
と
し
た
。
第
一
の
提
案
は
之
を
官
く
泣
き
、
第
二
の
出
産
賀
典
に
つ
い
て
は
彼
の
従
来
は
政
府
の
採
揮
す
る
所
と
な
り
、
一
川
町
九
一
八
年
よ
り
一
九
三
一
九
年
に
か
け
、
各
陸
の
法
令
の
波
布
を
見
、
岡
家
は
第
三
児
叉
は
第
阿
児
以
後
の
出
生
に
お
し
て
三
O
O法
以
上
一、
0
0
0法
を
泣
え
な
い
川
十
山
口
氏
を
mバ
ヘ
る
防
相
及
び
地
方
自
治
体
に
討
す
る
補
助
金
を
支
給
し
た
。
一
九
三
五
年
十
一
月
迄
は
出
産
賞
興
は
所
得
の
如
何
に
拘
は
ら
宇
如
何
な
る
栄
胞
で
も
之
を
請
求
す
る
と
と
が
出
来
た
が
、
何
年
十
月
の
命
令
に
よ
り
、
政
府
補
助
金
は
所
得
税
法
上
そ
の
所
得
税
が
深
せ
ら
れ
ぬ
絞
な
衣
紋
に
制
限
さ
れ
る
と
と
も
ミ
な
っ
た
。
此
立
興
の
牟
・
額
は
出
生
時
に
、
残
余
は
生
児
が
満
一
才
と
な
り
た
る
時
文
抑
ふ
の
が
や
山
E
わ
る
。
一
九
三
七
年
八
五
騒
が
此
賞
典
を
支
給
し
た
が
、
、
五
懸
は
そ
の
基
本
支
給
額
は
一
O
O法
、
六
燃
は
一
五
O
法
、
十
九
燃
は
二
C
C法
、
川
燃
は
二
一
九
O
法
、
四
十
懸
は
三
O
O法
、
問
燃
は
問
O
O法
、
ニ
燃
は
五
O
O法
、
二
燃
は
六
五
O
法
で
あ
っ
た
。
尚
三
燃
は
以
低
文
治
制
の
山
川
ん
は
な
か
っ
た
が
、
地
方
市
町
村
の
支
給
額
を
増
額
す
る
に
止
め
た
。
地
方
市
町
村
の
大
部
分
は
出
斥
立
mハ
を
分
抗
し
た
が
、
川
内
公
民
を
支
払
川
し
な
い
燃
は
五
防
相
、
地
方
自
治
体
で
は
一
、
五
0
0あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
第
三
児
又
は
第
問
児
に
支
仰
ふ
べ
き
お
本
給
は
バ
後
。
川
作
一
先
に
対
し
て
、
千
法
ま
で
引
上
げ
ら
れ
町
そ
と
で
と
ま
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
制
限
を
設
け
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
間
然
る
に
弐
政
法
的
に
於
τ之
を
改
め
て
、
全
国
的
に
統
一
す
る
と
同
時
に
、
出
産
宣
興
を
結
婚
後
二
ヶ
年
以
内
に
生
れ
た
る
仰
的
凶
同
絡
を
引
す
ろ
第
二
見
出
生
に
到
し
て
交
付
さ
れ
る
と
と
L
た
っ
た
。
そ
の
金
額
は
人
口
二
千
以
上
の
地
方
に
於
τ
は
そ
の
弔
均
給
料
の
二
倍
相
常
初
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
二
千
法
を
下
つ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
(
第
一
様
第
凶
傍
〉
。
ま
た
そ
の
支
給
方
法
は
大
休
従
来
と
向
桜
で
、
之
を
等
分
し
て
文
机
ふ
と
と
L
な
り
、
第
一
回
は
出
生
時
に
、
第
二
回
は
出
生
後
六
ヶ
月
後
に
支
梯
ふ
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
(
第
五
依
〉
。
倫
注
目
す
べ
き
乙
と
は
、
川
町
に
到
し
て
支
給
す
る
の
を
原
則
と
し
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
(
第
六
保
υ
。
多
子
家
族
に
到
す
る
物
質
的
援
助
と
し
て
は
枇
合
政
策
的
立
味
に
於
け
る
公
民
投
切
の
形
式
に
於
て
行
は
る
L
も
の
が
あ
る
。
家
族
補
助
金
は
そ
れ
で
あ
る
。
之
は
家
長
が
共
子
供
を
養
育
す
る
に
足
る
資
力
を
持
た
な
い
場
合
、
扶
誇
ず
る
子
を
理
山
と
し
て
興
へ
ら
る
L
も
の
で
ω
“
あ
る
(
第
七
十
正
保
)
o
之
は
従
来
十
問
才
未
満
、
又
は
病
中
、
徒
弟
修
学
中
波
〈
は
修
悶
γ
?な
る
時
は
十
六
才
未
満
の
子
供
の
数
に
上
つ
U
U
て
そ
の
民
一
訟
を
災
に
し
、
附
況
あ
る
場
合
に
は
第
四
子
よ
り
、
母
宛
亡
の
時
は
第
三
子
よ
り
、
父
死
亡
の
時
は
第
二
子
工
り
、
雨
親
な
き
場
比
比
合
は
第
一
子
よ
り
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ
た
。
扶
養
す
べ
き
子
供
一
人
に
つ
き
二
七
O
i三
O
O法
の
家
候
補
助
金
で
あ
っ
た
。
め
A
山
'
d
a
q
M
'》
e
h
水
抜
法
品
川
(
に
於
τは
子
供
の
故
に
就
て
の
制
限
を
な
く
し
、
且
手
営
の
額
に
就
て
は
家
族
の
物
質
的
欣
態
及
び
そ
の
資
力
主
齢
的
し
て
定
む
加
叫
G
q
 
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
毎
月
一
児
静
岡
り
二
十
五
法
を
下
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
第
一
一
子
は
月
五
十
法
、
第
}
h
J
、ノ
ニd
子
以
下
の
諸
児
は
そ
の
肘
住
地
に
於
け
る
給
料
取
得
者
に
給
せ
ら
る
L
家
族
子
訟
を
越
ゆ
る
と
と
が
出
来
な
い
(
第
七
十
七
依
〉
o
共
他
日
却
側
関
西
人
口
の
将
況
と
そ
の
間
策
1L 
. 
四
O 
倍
付
官
と
密
酒
食
困
な
る
実
に
対
し
て
、
出
所
前
四
週
間
及
出
斥
後
四
週
間
二
一
O
l四
二
O
法
の
庄
搾
手
営
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
支
給
し
、
更
に
授
乳
千
岱
と
し
て
出
生
後
六
ヶ
月
間
は
月
四
五
法
、
次
の
六
ヶ
月
は
十
五
法
を
支
給
し
、
更
に
又
厚
生
保
健
の
立
場
上
り
賂
婦
及
筑
幼
児
に
釘
す
る
保
護
監
督
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
物
質
的
援
助
に
就
て
特
に
注
な
す
べ
き
も
の
に
‘
紡
併
貸
付
金
が
あ
る
。
之
が
濁
迭
に
於
て
成
功
を
示
し
た
と
と
は
人
の
知
る
所
で
あ
る
が
、
仰
悶
函
に
於
て
は
元
来
併
州
州
市
は
他
同
に
北
し
て
決
し
て
少
い
方
で
は
な
か
っ
た
。
コ
ル
ベ
ー
ル
の
人
口
増
加
政
策
の
‘
一
つ
に
結
婚
奨
励
が
あ
っ
た
と
と
は
者
行
な
こ
と
で
あ
る
が
、
的
関
川
の
現
欣
に
於
て
は
奨
励
す
べ
き
は
結
好
で
は
な
く
な
っ
て
、
出
産
で
あ
っ
た
。
、
従
て
併
問
問
に
於
℃
此
形
式
に
於
け
る
人
口
政
策
が
そ
れ
程
注
目
を
引
か
な
か
っ
た
こ
と
は
岱
然
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
そ
の
こ
と
自
休
は
人
口
政
策
の
一
又
を
刈
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
。
ハ
命
附
言
す
べ
き
は
一
九
三
O
年
頃
よ
り
働
関
西
の
婚
姻
本
も
，
次
第
に
何
山
併
の
仰
向
を
示
し
て
ゐ
た
。
〉
円
余
技
法
品
川
が
決
議
者
に
就
て
新
世
帯
悶
始
貸
付
金
な
る
結
時
貸
付
金
制
度
を
採
り
上
げ
た
の
は
、
伐
に
一
つ
に
は
口
氏
の
限
付
を
阻
止
又
は
民
民
の
復
川
仰
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
叉
同
時
に
熔
姻
奨
励
に
よ
る
出
生
率
の
増
治
を
日
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
第
五
十
依
〉
0
・
本
貸
付
金
は
総
額
五
千
法
乃
至
二
寓
法
で
、
専
ら
血
一
民
共
家
畜
若
し
く
は
家
具
備
品
そ
の
他
怜
山
む
の
修
以
改
者
等
に
充
つ
る
も
の
で
あ
る
ハ
第
五
十
保
)
。
此
貸
付
を
受
け
る
に
は
法
定
。
僚
件
を
満
た
し
た
る
も
の
が
誕
・
式
前
二
目
前
に
巾
読
を
必
要
と
す
る
。
而
し
て
そ
の
保
件
と
し
て
は
仰
関
西
人
た
る
と
と
、
兵
役
義
務
を
絡
了
せ
る
か
又
は
兎
除
さ
れ
た
る
と
と
、
二
十
十
字
以
上
三
十
才
未
満
な
る
と
と
)
妻
た
る
べ
き
も
の
は
十
八
才
以
上
二
十
八
才
以
下
・
な
る
と
と
、
、
五
ヶ
年
以
上
農
業
の
経
験
を
有
す
る
と
と
、
十
ヶ
年
聞
は
農
業
に
留
る
べ
き
と
と
の
宣
誓
書
を
悦
川
す
る
と
と
、
健
康
診
断
書
を
提
出
す
る
と
と
等
が
あ
る
ハ
第
五
十
一
保
〉
。
貸
付
金
の
悦
泣
に
つ
い
て
は
、
毎
六
ヶ
月
二
十
四
の
元
利
均
等
償
還
を
銭
す
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
利
卒
は
問
・
二
五
銘
(
第
五
十
五
傑
〉
。
子
供
の
川
生
ハ
仰
に
満
期
前
の
本
年
賦
金
の
減
額
な
る
形
式
で
刻
引
く
が
、
、
そ
の
額
は
第
一
子
に
却
し
て
は
貸
付
額
の
0
・
五
%
、
第
二
子
上
り
湖
北
増
加
し
て
、
第
五
子
の
出
生
に
際
し
，
て
は
未
梯
金
の
全
額
、
を
兎
除
す
る
(
第
五
十
六
燦
〉
。
貸
付
金
は
地
方
向
民
送
金
庫
が
之
を
行
ふ
が
、
そ
の
資
金
は
凶
家
が
貸
興
す
る
乙
と
に
な
っ
て
ゐ
る
(
第
五
十
八
保
)
。
命
子
供
の
出
生
に
上
る
割
引
は
図
家
負
拾
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
一
五
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
A
第
五
十
九
僚
)
。
心
へ
都
市
に
於
け
る
住
宅
問
題
の
解
決
は
、
そ
れ
が
直
接
又
は
間
接
に
出
生
増
加
に
関
聯
を
持
つ
と
と
は
容
易
に
恕
像
さ
る
L
所
で
あ
る
。
け
だ
し
多
子
家
族
程
住
宅
問
題
に
忠
み
‘
而
も
彼
等
は
多
〈
貧
困
階
級
に
局
す
る
も
の
で
あ
る
震
に
、
小
住
宅
に
於
け
る
密
集
的
生
活
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
之
が
免
に
、
精
紳
的
且
肉
休
的
に
子
供
の
受
く
る
悪
影
響
は
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
る
ο
設
に
於
て
貧
困
な
る
多
子
家
族
に
封
し
て
低
廉
に
し
て
良
好
な
る
快
宅
を
興
へ
る
と
と
は
極
め
て
大
切
友
一
と
と
で
あ
る
。
此
黙
に
於
て
仰
関
西
は
種
々
の
立
法
を
出
し
て
ゐ
る
o
例
へ
ば
一
九
O
八
年
の
リ
ポ
1
訟
の
如
き
は
、
少
く
と
も
十
六
才
未
川
仰
の
子
供
四
人
を
有
す
る
家
族
の
使
用
を
目
的
と
す
る
低
廉
住
宅
お
山
崎
設
の
伐
に
、
肉
家
は
市
町
村
、
公
共
同
休
、
低
成
住
宅
組
合
、
貯
蓄
銀
行
、
慈
夜
間
一
体
に
補
助
金
を
興
へ
、
又
一
九
二
八
年
の
ル
1
シ
ャ
“
ド
ー
ル
法
で
は
、
自
己
の
家
屋
を
口
入
れ
又
は
也
築
せ
ん
と
す
る
も
の
及
び
安
悦
住
宅
を
は
築
ぜ
ん
と
す
る
国
体
に
助
成
金
を
興
へ
て
ゐ
る
。
'
ベ
ペ
応
側
々
の
借
主
に
対
し
て
は
、
十
八
才
未
榔
の
子
供
が
少
く
と
も
三
人
ゐ
る
円
余
践
に
刈
し
て
は
術
助
金
五
千
法
更
に
子
供
が
増
す
停
に
二
千
五
ト
釦
u
J
n
o
r
 
百
法
主
唱
し
、
段
尚
一
一
品
五
千
法
に
注
す
る
。
一
九
二
二
年
の
法
律
は
不
動
内
伝
川
金
仰
を
し
て
そ
の
組
合
員
は
三
人
以
上
の
子
供
を
有
す
白
川
ゆ
る
低
成
住
宅
協
同
組
合
は
そ
の
協
同
住
宅
の
時
入
又
は
建
築
の
箆
に
資
金
を
貸
拠
す
る
航
限
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
少
く
と
も
そ
の
設
備
り
三
ハ
U
J
m
n
m
分
の
こ
は
之
を
犬
家
族
に
貸
興
す
べ
き
も
の
と
な
っ
τ
ゐ
る
Q
市
町
村
及
燃
は
主
と
し
て
犬
家
族
用
の
低
廉
住
宅
の
建
設
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
J
m
り
a
p
安
右
0
0
.
4
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・
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em
h
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ι
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多
子
家
肢
の
佼
遇
そ
れ
は
又
出
生
増
加
を
間
接
に
は
結
果
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
意
味
に
於
て
物
質
的
援
助
と
一
五
ふ
形
式
で
な
く
、
圏
内
叩
伽
)
口
実
的
義
務
の
危
除
或
は
特
擦
の
授
阻
ハ
の
形
式
に
於
τ共
目
的
を
淫
せ
ん
と
す
る
も
の
が
あ
る
o
共
一
に
兵
役
の
兎
除
又
軽
減
が
あ
る
。
之
に
伽
μ
川
就
て
も
ル
ロ
ア
・
ポ
リ
ュ
ー
は
「
兵
役
の
負
捨
は
財
政
的
負
崎
町
よ
り
も
一
居
個
人
的
に
且
強
く
全
図
民
及
全
階
級
に
形
一
響
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
い
同
・
叫
従
て
も
し
此
矧
に
於
τ正
常
家
族
に
重
大
な
る
滅
危
が
加
へ
ら
る
L
な
ら
ば
、
之
は
此
掻
家
族
(
三
人
以
上
の
子
供
を
有
す
る
正
常
家
族
)
札
制
刷
を
清
利
と
す
る
設
も
有
効
な
る
立
俸
と
な
る
で
あ
ら
う
o
」
と
云
っ
て
ゐ
る
。
勾
而
し
て
更
に
悌
関
西
に
於
て
兵
役
は
現
役
、
漁
協
役
及
び
J
向田川
2
泊
。
。
地
方
兵
役
の
三
種
に
分
れ
て
ゐ
る
が
、
「
若
し
正
常
家
族
の
子
供
の
現
役
期
間
を
二
年
で
な
く
一
ヶ
年
と
し
、
正
常
家
族
の
家
父
を
し
て
何
等
山
知
加
の
傑
件
な
く
設
備
役
及
地
方
兵
役
を
定
除
さ
る
a
h
な
ら
命
、
教
済
者
た
る
第
三
子
が
現
在
よ
り
も
も
っ
と
多
く
現
ば
れ
る
こ
と
L
な
る
だ
ら
、
十
ウ
り
う
こ
と
一
五
つ
て
ゐ
る
o
め
此
紐
の
提
案
は
ペ
ル
テ
イ
ヨ
ン
も
亦
有
効
た
り
と
考
へ
た
所
で
あ
る
。
め
而
し
て
此
般
の
提
案
は
政
府
の
認
め
幻
Z
Z
つ
白
司
A
梯
蘭
西
人
口
の
将
来
と
そ
の
笥
策
四
経
岱
と
経
済
同
る
所
と
な
り
、
一
九
二
三
年
の
統
兵
役
法
で
は
十
八
ヶ
月
の
兵
役
別
問
.
を
成
っ
た
が
、
五
人
の
子
供
を
有
す
る
家
族
の
長
男
又
は
そ
の
代
り
4
に
弟
の
一
人
を
一
ヶ
年
の
兵
役
と
し
た
o
二
人
の
兄
泌
が
同
時
に
検
査
を
叉
け
る
場
合
に
は
そ
の
一
人
は
入
隊
を
十
八
ヶ
月
延
期
す
る
。
又
紛
設
備
兵
役
に
在
る
も
の
に
子
供
が
生
れ
る
時
は
、
二
ヶ
年
の
限
的
伎
に
也
に
繰
り
下
げ
ら
れ
る
。
均
p
h
• 
ル
白
・
ァ
，
ボ
リ
ュ
ー
が
一
川
有
効
な
る
川
作
一
明
加
え
は
減
退
阻
止
の
千
段
と
し
て
蛇
唱
す
る
も
の
に
、
公
肢
を
正
常
家
族
の
も
の
換
言
す
刷
れ
ば
、
三
人
以
上
の
子
供
を
山
付
す
る
ん
米
政
の
子
供
又
は
三
人
以
上
。
子
供
の
父
又
は
母
に
封
し
て
の
み
開
放
す
べ
し
と
云
ふ
の
が
あ
る
o
之
い
は
仰
悶
'
同
人
が
刊
に
公
印
に
汀
ナ
る
お
こ
が
れ
ι明
好
を
行
ず
る
の
ぜ
、
之
を
利
則
せ
ん
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
蛍
時
仰
蘭
西
に
於
け
る
公
山a
 
‘
験
者
数
は
行
公
況
を
合
め
て
約
百
一
向
人
で
あ
る
が
、
児
に
鍛
辺
の
川
川
口
を
加
へ
る
と
透
か
に
そ
の
教
を
突
破
す
る
か
ら
、
若
し
か
L
る
公
職
ゐ
梓
が
全
部
三
人
以
上
の
子
供
を
訂
す
る
家
族
の
父
母
又
は
子
供
に
限
る
と
一
五
ふ
絞
な
法
律
が
可
決
さ
る
L
と
と
L
-
な
れ
ば
ー
之
は
一
般
人
心
切
に
郎
、
大
な
る
刺
収
を
拠
へ
る
こ
と
L
な
る
が
、
.
そ
の
こ
と
白
休
が
兆
一
だ
祝
日
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
更
に
之
に
よ
っ
て
出
生
率
の
増
加
を
L、J
見
る
こ
と
は
叫
仰
山
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
の
'
か
L
る
花
栄
は
我
々
よ
り
見
れ
ば
誠
に
突
飛
な
る
も
の
と
考
へ
ら
る
ミ
の
で
あ
る
が
‘
と
れ
お
司，
h
も
ル
ロ
プ
・
ボ
リ
ュ
1
の
松
に
民
族
の
自
殺
な
る
・
未
来
像
を
は
っ
き
り
滋
く
も
の
に
取
っ
て
は
、
諸
極
の
反
封
論
は
此
重
大
な
る
生
命
問
題
に
刻
し
て
は
第
二
次
的
の
も
の
に
地
ぎ
?
と
一
蹴
す
る
と
と
も
、
全
く
う
な
づ
け
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
官
臨
に
が
、
け
る
家
族
給
奥
の
考
へ
d
方
も
戎
な
味
に
於
て
は
此
考
へ
方
の
極
め
て
援
和
さ
れ
た
形
式
と
見
れ
ぽ
見
れ
ぬ
と
と
は
な
い
。
d
印
刷
川
住
榊
加
政
筑
を
論
A
V
J
る
時
、
産
、
先
制
限
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
川
V
同
然
で
あ
る
o
働
関
西
に
於
て
産
制
知
識
の
紛
布
を
制
限
す
る
法
律
が
'
Q
山
九
'
、J
に
d
あ
る
所
以
で
-b
る
Q
一
九
二
O
年
の
法
律
は
産
児
制
限
の
公
仰
に
ん
は
一
品
、
又
は
妊
娠
を
防
比
す
る
方
法
を
教
へ
又
は
之
に
便
宜
を
奥
へ
た
も
パ
J
a
p
L
 
の
に
汁
し
、
一
o
o
i五、
0
0
0法
の
罰
金
主
諒
し
た
。
従
て
行
し
此
法
律
が
強
行
さ
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
子
供
を
欲
し
な
い
も
の
は
禁
丸
心
欲
と
か
の
O
山
2
1ロ件。円
2
1
5
と
か
安
全
週
間
に
依
存
せ
ざ
る
を
件
な
く
な
っ
た
と
忠
は
れ
る
。
叉
之
を
肯
定
す
る
総
な
証
銭
も
不
充
分
な
叫
似
曾
3
e
，
が
ら
な
い
誌
で
は
な
い
が
、
現
貨
に
は
的
関
西
に
於
て
は
コ
ン
ド
l
ム
の
如
き
段
も
普
通
に
用
ひ
ら
る
L
避
妊
共
は
、
花
柳
病
海
防
と
一
五
ふ
m
M
机
似
た
名
目
で
之
を
法
律
上
は
避
妊
共
と
は
凡
て
ゐ
な
い
質
悩
Y
あ
り
、
そ
O
他
の
特
殊
の
遊
崎
山
附
口
封
も
公
然
と
後
一
見
さ
れ
τ立
俸
を
停
は
な
、
日
G
い
限
り
法
作
絵
反
と
な
る
か
ど
づ
か
も
判
。
き
り
し
な
い
。
又
明
か
に
禁
止
さ
れ
τゐ
る
避
妊
部
共
も
内
密
に
は
販
資
さ
れ
、
溶
解
性
の
ペ
ッ
サ
リ
ー
の
院
告
が
或
雑
誌
に
出
τゐ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
り
斯
扶
に
し
て
産
児
制
限
に
附
す
る
知
識
の
粉
布
を
制
限
す
る
法
律
は
あ
ワ
由
、
25) 
27) 
ー
っ
た
が
、
殆
ど
有
省
然
資
に
移
っ
た
絞
で
あ
る
o
之
に
は
他
国
産
児
制
限
運
動
が
依
然
と
し
て
存
続
し
た
と
と
も
、
立
法
的
に
は
見
る
べ
き
効
来
は
現
は
れ
な
か
っ
た
が
、
事
・
討
に
於
τ此
根
強
き
慣
行
P
多
少
の
影
響
を
拠
へ
た
る
こ
と
は
否
む
を
得
な
い
と
忠
ふ
o
叉
産
児
制
限
の
t
不
法
化
は
出
丙
増
加
の
伐
に
は
年
ろ
ま
づ
い
ぬ
術
で
、
そ
れ
は
却
っ
て
仰
関
西
の
校
友
図
で
は
逆
効
果
を
生
や
る
乙
と
も
考
へ
ら
れ
る
o
め
家
族
法
典
に
於
て
院
胎
に
対
し
て
組
め
て
円
以
豆
な
る
罰
則
を
規
定
し
た
の
に
対
し
て
、
詑
児
制
限
に
封
し
て
は
僅
か
に
風
俗
壊
乱
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
之
に
仰
れ
τ
ゐ
る
か
に
宕
ゆ
る
と
と
は
、
産
児
制
限
手
段
そ
の
も
の
上
り
は
産
児
制
限
の
動
機
に
出
生
減
退
の
原
凶
を
認
め
た
る
が
放
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
上
私
は
問
生
榊
加
又
は
そ
の
減
退
を
阻
止
す
る
銘
に
如
何
な
る
千
段
が
あ
る
か
、
又
如
何
に
そ
れ
が
賢
施
を
見
た
か
と
云
ふ
様
な
貼
に
就
て
述
べ
た
o
併
し
以
上
は
主
な
る
も
の
を
単
げ
た
に
過
ぎ
宇
、
決
し
τ
一
切
の
・
万
訟
を
網
紘
し
た
も
の
で
は
一
な
い
o
そ
の
他
に
も
例
へ
ば
m
子
供
の
益
育
に
父
母
が
協
に
心
労
し
多
大
の
犠
牲
を
梯
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
家
公
共
図
休
が
そ
の
負
捻
や
献
身
に
却
し
て
常
に
考
P
広
を
抑
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
と
と
も
犬
切
な
こ
と
で
あ
る
。
此
な
味
に
於
で
殆
ど
問
題
と
な
ら
ぬ
校
注
目
常
生
却
州
市
に
於
け
る
便
益
の
供
興
が
、
年
に
一
回
だ
け
や
る
相
官
額
の
子
岱
よ
り
も
却
っ
て
心
国
的
効
川
本
が
大
た
る
と
と
が
あ
る
と
と
を
忘
れ
て
は
d
h
な
ら
ぬ
o
又
更
に
家
族
の
紐
殺
を
邸
、
同
な
ら
し
む
と
と
も
必
要
モ
あ
る
o
之
が
ぬ
に
は
往
々
増
加
の
傾
向
に
ふ
化
る
敵
婚
の
阻
止
を
計
る
べ
き
均
一
川
で
あ
る
。
現
代
の
実
た
る
も
の
は
生
距
そ
の
夫
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
の
硲
心
が
な
い
限
り
、
一
人
又
は
二
人
以
上
の
子
供
を
持
つ
と
と
ゆ
引
を
欲
し
な
い
乙
と
は
必
然
で
あ
る
o
女
一
人
で
は
究
際
二
人
以
上
の
子
供
を
一
誕
百
ず
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
o
此
賠
に
於
て
夫
が
妻
I
F
:
i
 
に
汀
し
τ大
し
た
法
律
的
制
裁
も
な
く
容
易
に
段
婚
を
強
要
し
得
る
こ
と
は
、
総
て
の
時
た
る
も
の
に
取
り
て
甚
だ
酷
な
る
も
の
と
砕
す
ベ
叫
凶
W
E
 
-
き
で
あ
る
o
此
貼
に
於
て
も
現
行
法
制
の
改
善
が
笠
ま
れ
る
誌
で
あ
る
。
め
e
v
Y
1
‘
 
史
に
仰
閃
凶
の
出
生
減
退
の
一
一
胤
凶
と
し
て
、
働
問
問
に
於
け
る
相
続
法
を
問
問
・
げ
る
と
と
は
、
十
九
壮
一
組
午
-
頃
よ
り
ル
プ
レ
1
及
そ
の
一
蜘
川
誠
の
絡
へ
歩
主
民
し
米
・
た
れ
る
所
で
あ
る
o
即
ち
偽
商
四
に
於
て
は
相
続
跡
産
の
均
分
主
立
前
と
し
て
ゐ
る
の
で
、
此
制
度
の
下
で
は
農
夫
加
山
は
そ
の
子
供
が
多
い
場
合
に
は
、
土
地
を
細
分
す
る
か
、
又
は
寅
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
る
が
、
之
は
州
辰
夫
と
し
て
好
ま
し
か
ら
ざ
細
川
る
と
と
で
あ
る
か
ら
、
一
人
公
は
二
人
し
か
子
供
を
持
た
な
く
な
る
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
o
従
τ此
黙
に
於
て
相
続
法
の
改
正
が
出
夜
退
陣
パ
リ
止
の
一
千
段
と
し
て
汲
附
さ
れ
る
訟
で
あ
る
。
而
し
て
之
が
協
に
は
之
を
如
何
に
改
正
す
る
か
と
一
五
ふ
に
、
そ
れ
は
家
長
を
し
て
そ
の
底
分
布
汐
仰
闘
凶
人
口
の
将
来
と
そ
の
針
策
四
経
替
と
箆
湾
四
四
可
能
定
観
を
一
人
子
を
有
す
る
家
父
の
そ
れ
と
同
一
な
ら
し
め
る
絞
に
す
れ
ば
よ
い
。
即
ち
之
に
よ
っ
て
農
耕
地
の
存
債
を
可
能
に
し
、
叉
そ
の
篤
に
現
行
法
の
下
に
於
て
不
利
と
な
り
た
る
兄
弟
姉
旅
に
封
し
て
は
有
利
な
る
相
使
者
が
之
を
賠
償
す
れ
ば
よ
い
。
ー
町
だ
が
之
に
封
:
‘
 
し
て
は
、
現
行
法
は
む
し
ろ
仰
間
同
一
般
の
支
持
す
る
所
で
あ
り
、
父
母
が
遺
一
一
一
口
に
上
り
有
す
る
底
分
可
能
定
額
は
必
や
し
も
作
プ
レ
1
等
の
云
ふ
絞
に
少
い
も
の
で
は
な
い
と
一
子
山
絞
な
と
と
で
、
相
続
法
の
改
革
に
反
到
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
川
市
し
て
此
方
法
が
資
際
H
こ
れ
程
効
果
が
あ
る
か
は
判
ら
な
い
。
倫
最
後
に
仰
問
問
に
於
て
は
各
限
立
法
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
後
九
刊
を
捕
へ
て
多
子
家
庭
優
遇
の
意
味
を
現
は
し
て
ゐ
る
と
.
と
を
忘
れ
て
は
な
羽
ち
な
い
。
円
、
ド
司
υ
司
4
穴
i
'
-
A
U
 
以
上
私
は
仰
一
間
一
聞
に
於
け
る
人
口
減
退
阻
止
の
怨
に
挺
mさ
れ
、
又
資
施
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
方
策
に
就
τ述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
山
総
間
内
・
符
は
M
側
め
て
院
汎
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
総
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
と
と
は
一
子
乏
も
な
い
o
現
に
人
口
が
叩
死
亡
趨
迦
を
示
し
、
将
来
人
口
の
設
測
に
於
て
、
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
民
族
的
自
殺
」
と
一
五
ふ
や
う
な
表
現
を
使
用
す
る
と
と
が
、
必
n問
、
?
し
も
過
大
な
る
誇
町
民
で
は
な
い
ど
う
な
づ
か
れ
る
限
り
、
公
平
な
る
観
察
者
と
雄
も
此
の
人
口
の
現
欣
並
に
傾
向
に
封
ず
る
何
等
か
の
封
バ
銭
。
必
要
を
肯
定
し
な
い
も
の
は
な
い
で
あ
ら
う
。
仰
関
西
が
一
九
三
九
年
に
褒
布
し
た
家
族
法
典
は
、
俳
関
西
人
口
の
一
五
は
ど
起
死
回
生
山
を
狙
っ
た
劃
期
的
な
人
口
政
策
で
あ
っ
τ、
そ
れ
は
此
仰
関
西
の
直
面
す
る
生
死
問
題
に
討
す
る
仰
向
商
政
府
並
に
図
民
の
決
意
の
表
現
で
B
あ
っ
た
。
本
法
は
一
九
四
O
年
上
り
意
地
の
抽
出
足
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
に
勃
裂
し
た
第
二
次
大
ぬ
の
勃
設
に
よ
っ
て
、
そ
の
資
施
が
川V
且-
E
う
な
っ
た
か
私
に
は
判
ら
な
い
o
'
亀
!
-
m
H
 
第
二
弐
世
界
中
へ
戦
直
前
、
戦
時
中
及
び
致
後
に
於
け
る
悌
蘭
商
の
人
口
動
態
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
H
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六
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0
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九
四
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ご
0
・
七
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ニ
・
三
七
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四
一
九
四
七
年
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一
・
O
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O
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o
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九
四
八
年
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0
・
八
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ご
九
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ご
j
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九
四
九
年
l
二
0
・
七
二
ニ
・
六
七
二
戦
前
よ
り
第
二
火
山
へ
肢
の
絡
了
迄
引
僚
き
死
亡
超
過
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
政
争
の
影
響
b
k
る
も
の
で
あ
り
、
叉
戦
後
の
念
激
な
る
出
中
一
場
と
特
に
死
亡
減
と
に
よ
る
自
然
増
加
の
激
増
は
、
戦
後
期
に
於
け
る
回
復
現
象
で
あ
っ
て
、
怖
蔚
西
に
の
み
特
段
な
も
の
で
は
な
い
が
、
例
蘭
西
と
し
て
は
驚
異
的
な
自
然
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
併
し
之
は
限
後
の
兵
常
現
象
で
あ
っ
て
之
が
此
後
も
水
S
持
績
す
る
と
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
、
出
生
率
の
増
加
は
恐
ら
く
は
験
後
に
於
け
る
念
放
な
る
姉
姻
増
に
一
基
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
婚
姻
率
も
一
九
四
六
年
の
一
ニ
・
七
を
最
高
と
し
τ、
爾
来
一
九
四
七
年
一
0
・
問
、
一
九
四
八
年
八
・
九
‘
一
九
問
九
年
八
・
一
と
漸
次
正
常
的
危
レ
ペ
ル
に
近
接
し
つ
L
あ
る
こ
と
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
悌
蔚
西
の
此
戦
後
の
淑
態
を
正
常
的
な
も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
人
口
動
向
に
於
け
る
革
命
的
た
一
大
勝
換
が
完
成
さ
れ
た
と
見
る
詳
に
は
ゆ
か
ね
。
私
は
戦
争
中
突
に
戦
後
に
併
蘭
西
が
如
何
な
る
人
口
政
策
を
採
っ
た
か
、
又
そ
れ
が
今
日
の
人
口
動
態
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
奥
へ
た
か
は
知
ら
ぬ
。
併
し
悌
関
西
の
人
口
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
之
を
観
察
し
来
た
っ
た
も
の
に
取
っ
て
は
、
か
っ
τポ
プ
ラ
が
そ
の
俳
関
西
人
口
問
題
と
そ
の
封
策
を
論
じ
そ
の
結
論
と
し
て
、
「
も
し
闘
が
迄
を
脅
威
す
る
危
険
の
重
大
佐
を
認
識
し
、
如
何
な
る
犠
牲
に
於
τも
之
を
克
服
せ
ん
と
す
る
不
退
特
の
決
意
を
す
る
な
ら
ば
‘
出
丘
の
減
退
を
阻
止
し
得
る
こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
な
い
。
而
し
て
此
民
族
健
康
へ
の
復
蹄
の
先
決
依
件
た
る
も
の
は
、
結
局
図
民
中
の
知
的
選
良
が
人
口
と
そ
経
済
問
一
者
、
祉
合
隈
一
・
併
闘
西
人
口
の
将
来
と
そ
の
針
銭
四
五
J
M
L
e
 
沼
O
P
者
、
法
事
者
の
研
究
の
根
本
的
基
礎
の
一
た
る
と
と
を
認
議
し
‘
更
に
今
日
に
於
て
も
倫
悌
蘭
西
の
人
口
欣
態
の
資
相
並
に
不
安
極
ま
る
そ
1
m
v
M
O
進
化
の
傾
向
を
悌
蘭
西
人
の
大
多
数
に
m
m
w
M
し
て
ゐ
る
ひ
H
C
い
淡
沼
市
ゲ
一
芭
に
雲
散
霧
消
せ
し
む
べ
お
と
と
で
あ
る
o」
O
と
述
べ
た
が
、
町
四
一
畑
山
守
U
そ
の
こ
と
は
今
日
に
於
て
も
犬
し
て
問
先
る
こ
と
は
な
い
と
巧
へ
ら
る
L
O
J
‘
m
m
・m
四
回
9
時
段
後
に
附
一
一
一
目
す
る
が
、
我
悶
の
人
口
は
泊
羽
火
口
に
深
刻
な
る
忠
み
を
感
ヒ
て
ゐ
る
。
我
悶
は
乏
し
き
資
源
し
か
友
い
狭
限
な
る
四
つ
の
叫
引
例
島
に
、
所
謂
東
洋
一
的
危
出
生
率
と
回
限
的
な
列
亡
山
中
と
を
は
て
市
加
す
ろ
EFT-た
ろ
人
口
守
一
扶
一
示
し
な
け
札
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
此
人
口
官
州
民
p
n
M
e
 
の
底
力
に
封
し
て
我
図
に
は
生
内
力
の
哨
加
点
，
貿
易
の
仲
川
町
も
脱
又
移
民
も
我
閣
の
泣
か
れ
た
る
図
際
的
環
境
の
下
に
於
て
は
、
多
く
を
朗
W
川
町
加
}
c
u
 
待
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
時
か
に
我
図
は
米
占
領
収
の
絶
大
な
る
思
惑
的
援
助
に
よ
っ
て
溺
く
経
済
的
自
立
復
興
へ
の
路
を
歩
い
て
…
欧
州
日
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
援
助
が
永
久
に
続
く
と
と
は
汚
刊
ら
れ
な
い
以
上
、
法
し
此
億
の
勢
ひ
で
人
口
が
増
加
す
る
と
す
れ
ば
我
図
に
興
白
山
首
へ
ら
る
べ
き
辺
命
が
仰
に
マ
ル
サ
ス
が
抗
い
た
冷
防
な
る
人
口
法
則
の
油
川
に
よ
る
窃
之
と
悲
惨
と
の
地
獄
絵
容
の
展
開
ー
と
な
る
べ
き
こ
と
れ
叫
叫
は
、
械
か
に
ト
ム
ス
ン
の
殺
へ
る
が
如
く
で
あ
る
。
め
即
ち
我
図
は
現
欣
の
下
に
於
て
は
好
む
と
好
ま
す
Q
と
に
拘
は
ち
宇
人
口
制
限
以
仏
.m側
外
に
此
お
況
を
院
出
す
る
遣
は
な
い
。
我
図
民
は
そ
の
似
智
と
努
力
と
を
献
げ
て
此
難
問
の
解
決
に
巡
逃
す
べ
き
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
A
h
M
が
、
私
が
訟
で
指
摘
し
て
泣
き
た
い
と
と
は
、
廷
の
人
口
問
題
の
解
決
は
そ
の
時
々
に
於
け
る
過
剰
人
口
問
題
や
過
少
人
口
問
題
を
ど
う
す
m
m・-m
.‘.屯
4
a
，L
る
と
一
式
ふ
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
は
人
口
の
設
展
。
史
的
制
淡
の
殺
へ
る
所
に
よ
っ
て
人
口
と
扶
養
力
と
の
問
に
於
け
る
析
な
る
生
命
的
均
m
m
T
U
M
m
m
衡
を
見
出
し
、
低
き
出
生
率
と
低
き
死
亡
率
と
に
よ
る
有
一
刻
な
る
人
間
の
再
生
産
を
そ
の
生
存
と
例
立
せ
し
め
る
に
在
る
。
市
し
て
そ
の
と
A
.
m
N
げ
と
が
人
知
の
踊
枇
と
盟
か
な
る
文
化
と
を
同
時
に
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
o
m，
吾
等
は
此
見
地
に
立
っ
て
、
平
和
と
幸
稲
と
白
血
な
る
そ
叫
附
瓜
-m
m町
立
F
U
し
て
人
知
の
淡
洛
的
殴
落
的
現
象
か
ら
解
放
さ
れ
た
健
康
な
る
一
似
合
の
顕
現
を
念
願
す
る
も
の
で
お
る
。
此
芯
味
に
於
τ我
閣
人
口
の
窮
境
J
.
m
り
沈
を
放
ふ
む
が
人
口
制
限
に
あ
る
と
と
は
一
三
迄
も
な
い
が
、
最
絡
の
日
慨
は
唯
人
口
を
制
限
す
れ
ば
足
ふ
と
云
ふ
と
と
で
な
し
に
、
同
時
に
げ
仰
げ
切
そ
の
後
に
来
る
も
の
ョ
そ
れ
は
我
々
が
研
究
し
た
仰
関
西
人
口
を
先
導
者
と
す
る
西
欧
諸
国
入
口
の
助
き
が
我
々
托
示
唆
す
る
所
で
あ
る
凶
巾
恥
加
が
、
そ
れ
は
我
闘
に
は
全
く
稼
の
な
い
と
と
で
は
む
く
、
我
図
の
人
口
の
終
来
闘
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
考
慮
尺
入
れ
て
、
そ
の
針
策
む
ゲ
弘
吋
ー
ι
M
I
a
を
議
官
J
ベ
き
と
と
で
あ
る
。
〈
完
)
り
4
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皆
と
留
、
湾
四
六
